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ククジラ (Balaenoptera acutorostrata) の頭骨の計測を行い，鼻骨および前上顎骨の形態が左右相称で
あることを確認した． 
第 2 章ではハクジラ亜目の鼻骨と軟組織の解剖学的な対応を調べた．ハクジラ亜目の鼻道は鳴音発
生器官であるため (Cranford et al., 1996)，鳴音発生に鼻骨が果たす役割を明らかにすることを目的に，






ヒゲクジラ亜目の鼻道には鳴音発生器官は存在せず (Carte and Macalister, 1868)，陸棲哺乳類と類似
する嗅覚器形状が痕跡的に残っているため (Godfrey et al., 2013)，第 3 章ではヒゲクジラ亜目の鼻道を
嗅覚器として位置づけ，ミンククジラを対象に形態学的な分析を行った．第 1 節ではミンククジラ 77
個体の外鼻孔の形態をノギス等によって計測した．その結果，頭頂部に 2 箇所で開口する外鼻孔は左
右相称であることが確認された．続いて第 2 節では，成体のミンククジラ 1 個体を対象に鼻道粘膜組





下顎骨 (Norris, 1964) における左右相称／非相称性および亜目間の形態学的変異を調べた．分析には，
ハクジラ亜目マイルカ科のカマイルカ (Lagenorhynchus obliquidens) 27 個体，スジイルカ 6 個体，ハン














ジラ亜目およびムカシクジラ類 (Nummela et al., 2007) に比べて 10 倍近い厚みがあった．また，今回
















の幅と負の相関を持ち (r = -0.92, p < 0.01, スピアマンの順位相関検定)，鼻骨の幅が大きい種ほど低い
鳴音を用いる傾向があった．さらに，鳴音周波数帯と鼻骨幅の左右非相称性を比較したところ，マイ
ルカ科の 13 鯨種についてホイッスルの周波数帯との有意な相関が検出され (r = 0.82, p < 0.01)，この
結果は今まで指摘されたことのない相関であった．解剖結果と合わせて考えると，鼻骨および後部鼻
額骨嚢の大きさが鳴音発生に関わることが示唆されたが，左右非相称性がなぜ鳴音周波数と相関した
のかは現在のデータからでは明らかにできなかった．左右非相称な形態が生じた理由の解明のために
は，ハクジラ亜目鯨類の種特異性を踏まえつつ，行動や鳴音特性に加え，発生過程を含めた形態を調
査していくことが必要である． 
